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目標数 目標数 目標数 目標数

達成数 達成数 達成数 達成数

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

計画・実施 実施 実施 実施・振り返り

3回 3回 3回 3回

点検 点検 点検 点検・改善

②学校教育目標の達成に向けて、
主任･主事がリーダーシップを発揮
し、担当する校務を自律的かつ効
率的に行う組織づくりを進める。

面談（計画作成）

「業績評価書」への明記

面談（評価･改善）

全教職員と面談実施

・月１回の専門委員会の実施をする。
・委員会の取組の可視化をする。

集
団
の
カ
リ
マ
ネ
の
推
進

③学級力を踏まえた話合い活動の推進 学級力をもとにした学級活動での話し合い活動(課題解決に向けて)

働
き
方
改
革
の
カ
リ
マ
ネ
の
推
進

【学校経営への参画意識を高める面談】
面談を通じて、「学校評価」と「業績評価（自己申告）
書」のつながりを意識させ、学校経営の一翼を担う自覚を
促す。

【ファイル・データの適正管理】
各分掌におけるファイル、データの管理を徹底し、毎年の
実践を丁寧に積み重ね、次年度の改善に生かせるシステム
を構築する。

【主任･主事のリーダーシップの発揮】
学校経営会議を毎週定期的に開催し、校長の方針を踏まえ
た、各分掌における実践を主任・主事のリーダーシップの
もと自律的に進められるように支援する。

【職能成長へのモチベーションを高める指導】
日常的な指導、声かけにより、教職員一人一人の職能成長
に対するモチベーションの向上を促す。

①本校「人材育成構想」を踏ま
え、一人一人が自身の目指す教職
員像を「業績評価（自己申告）
書」に明示し、年間を通じた実践
を促す。

方策進行管理シート
令和３年度　 尾道市立高西中学校　
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①一人1回研究授業，単元構想図の作成

②学ぶ必然性のある課題設定

③次の学びにつなげる振り返り

④学びを深める協働学習
  （理由付けのある意見交流）

⑥学力分析と改善計画⇒実行

⑦小学校との互見授業の実施
　（授業改善の共通テーマの徹底）

授業改善の共通テーマを徹底することで、小中の学びのつながりをも
たせる。また、互見授業を実施する。

目標達成のための方策 活　　　　動
活動

達成度
方策

達成度
取組
評価

①学級力向上プロジェクトを軸とした学級力アン
ケートの活用

・学級経営案に基づくクラス経営をする。
・教室広報の教室掲示によるマネジメントサイクルを可視化する。
・学期に２回学級力アンケートを実施する。

②委員会活動をはじめとしたよりよい学校づくりに
向けた生徒会活動

⑤授業スタイルの徹底
授業スタイルを可視化するとともに、授業スタイルの徹底をする。

学力調査(標準学力、全国学力、実力テスト等)をもとに、通過率の低い
問題を元に分析し、改善計画を立て実行する。定期的に見直しをす
る。

資質・能力を身に付けさせるため、単元を貫く問い(課題)を考えるため
の意図ある協働学習を意図的に仕組む。

振り返りをもとに、生徒にとって必然性のある課題を設定する。

単元構想図を活用し、逆向きの単元構想を行うことで、付けたい資
質・能力を明確にした授業を行う。

生徒の疑問や考えてみたいこと、または日常に関連付けた生徒に撮って学ぶ必
然性のある課題を設定をする。

様式２



　　【取組評価】　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０


